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日
本
銀
行
本
店
本
館
を
舞
台
に

ド
ラ
マ
撮
影

▼
二
〇
一
五
年
五
月
に
、
国
の
重
要
文
化

財
で
あ
る
日
本
銀
行
本
店
本
館
で
、
ド
ラ

マ
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
こ
の
ド
ラ
マ
は
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期

に
活
躍
し
た
高
橋
是
清
（
一
八
五
四
～

一
九
三
六
）の
生
涯
を
描
い
た
も
の
で
す
。

高
橋
是
清
は
、
留
学
先
の
米
国
で
騙
さ
れ

て
奴
隷
契
約
を
結
ば
さ
れ
た
り
、
ペ
ル
ー

の
銀
山
開
発
事
業
に
失
敗
し
て
一
文
無
し

と
な
っ
た
り
も
し
ま
す
が
、
最
後
に
は
、

大
蔵
大
臣
や
総
理
大
臣
を
歴
任
し
、
七
度

目
の
大
蔵
大
臣
の
時
に
、
二
・
二
六
事
件

の
凶
弾
に
倒
れ
る
波
瀾
万
丈
の
生
涯
を
送

り
ま
す
。

　

日
本
銀
行
と
の
関
係
で
は
、失
意
の
中
、

ペ
ル
ー
か
ら
帰
国
し
た
と
こ
ろ
で
、
当
時

建
築
中
で
あ
り
、
今
回
の
撮
影
の
舞
台
と

も
な
っ
た
日
本
銀
行
本
店
本
館
の
建
築
事

務
主
任
を
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
そ
の
実
力
を
認
め
ら
れ
、
日
本

銀
行
副
総
裁
、
総
裁
へ
と
、
活
躍
の
場
を

広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

▼
日
本
銀
行
の
ド
ラ
マ
撮
影
協
力
は
、
近

年
で
は
、
昨
春
に
続
い
て
二
度
目
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
、
ド
ラ
マ
を
通
じ
て
、

皆
さ
ま
が
、
日
本
銀
行
に
親
し
ん
で
い
た

だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

二
〇
一
五
年 

国
際
コ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
を
開
催

▼
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
で
は
、
六
月

四
日
・
五
日
に
、
日
本
銀
行
本
店
に
て
、

二
〇
一
五
年
国
際
コ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

一
九
八
三
年
の
第
一
回
以
来
、
各
回
の

コ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
で
は
、
著
名
な
学
者
や

中
央
銀
行
幹
部
等
を
招
待
し
、
わ
が
国
や

世
界
経
済
が
そ
の
時
々
に
直
面
し
て
い
た

問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
の
実
態
や
背
景
を

金
融
政
策
運
営
の
あ
り
方
に
関
連
づ
け
て

議
論
し
て
き
ま
し
た
。

▼
二
二
回
目
と
な
る
今
回
の
コ
ン
フ
ァ
ラ

ン
ス
の
テ
ー
マ
は
、「
金
融
政
策
：
効
果

と
実
践
」
で
し
た
。
学
界
、
中
央
銀
行
、

国
際
機
関
か
ら
参
加
し
た
約
九
〇
名
の
有

識
者
が
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

論
点
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

▼
黒
田
総
裁
の
開
会
挨
拶
で
は
、
中
央
銀

行
が
現
在
直
面
し
て
い
る
課
題
が
挙
げ
ら

れ
、
課
題
克
服
に
向
け
た
前
向
き
な
姿
勢

と
確
信
の
重
要
性
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

伊
藤
隆
敏
教
授
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
兼
政

策
研
究
大
学
院
大
学
）
が
座
長
を
務
め
た

政
策
パ
ネ
ル
討
論
で
は
、
中
曽
副
総
裁
を

含
む
中
央
銀
行
関
係
者
等
が
パ
ネ
リ
ス
ト

を
務
め
、
開
会
挨
拶
で
挙
げ
ら
れ
た
課
題

や
、
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
「
長
期
停

滞
論
」
に
つ
い
て
、
参
加
者
を
交
え
た
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中

央
銀
行
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
や
学
者
に
よ
る
五

つ
の
論
文
報
告
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し

た
。
最
後
は
、
ア
イ
ケ
ン
グ
リ
ー
ン
教
授

（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
）

に
よ
る
長
期
停
滞
論
に
関
す
る
「
前
川
講

演
」（
金
融
研
究
所
発
足
時〈
一
九
八
二
年
〉

の
総
裁
・
前
川
春
雄
氏
に
ち
な
ん
で
名
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
）
で
締
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。

▼
当
日
の
模
様
に
つ
い
て
は
、
金
融
研
究

ド
ラ
マ
（「
経
世
済
民
の
男　

高
橋
是
清
」、

N
H
K
総
合
で
二
〇
一
五
年
八
月
に
放
映
済
み
）

の
撮
影
の
模
様
（
総
裁
役
の
オ
ダ
ギ
リ
ジ
ョ
ー
さ

ん
が
日
本
銀
行
に
到
着
し
た
シ
ー
ン
）

黒田総裁の開会挨拶

学界、中央銀行、国際機関から、約 90 名の有識者が参加
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所
の
機
関
誌
『
金
融
研
究
』
等
で
公
表
予

定
で
す
。
詳
し
く
は
金
融
研
究
所
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.im

es.boj.or.jp/index.

htm
l広

島
支
店
は
開
設
一
一
〇
周
年

を
迎
え
ま
し
た

▼
日
本
銀
行
広
島
支
店
で
は
、
支
店
開
設

一
一
〇
周
年
（
一
九
〇
五
年
九
月
一
日
出

張
所
開
設
）
を
記
念
し
て
、
八
月
二
十
日

（
木
）
～
九
月
一
日
（
火
）
に
「
日
本
銀

行
広
島
支
店
開
設
一
一
〇
周
年
記
念
展
」

を
、
被
爆
建
物
と
し
て
現
在
も
保
存
・
活

用
さ
れ
て
い
る「
旧
日
本
銀
行
広
島
支
店
」

（
二
代
目
営
業
所
）
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。
本
年
が
被
爆
七
〇
周
年
の
年
で
あ

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
多
数
の
市
民
の
方
や

地
元
メ
デ
ィ
ア
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。

▼
記
念
展
示
で
は
、
広
島
支
店
が
開
設
さ

れ
た
経
緯
や
大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
期
の

広
島
金
融
界
の
状
況
の
他
、
一
九
四
五
年

八
月
六
日
の
被
爆
時
と
そ
の
二
日
後
の
八

日
に
は
市
内
一
二
金
融
機
関
と
共
同
で
広

島
支
店
に
お
い
て
営
業
を
再
開
し
た
模
様

に
つ
い
て
、
金
融
研
究
所
保
管
資
料
と
と

も
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
建
物
か
ら
み
た
日
本
銀
行
広

島
支
店
の
一
一
〇
年
」
と
題
し
、
広
島
支

店
初
代
営
業
所
、
二
代
目
営
業
所
建
物
の

特
徴
、
被
爆
建
物
と
し
て
の
歴
史
を
、
建

物
案
内
も
行
い
な
が
ら
文
書
局
技
師
が
解

説
し
ま
し
た
。
同
講
演
に
は
、
多
く
の
建

築
の
専
門
家
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
あ
わ

せ
て
、
設
計
者
で
あ
る
辰
野
金
吾
（
日
本

銀
行
本
店
本
館
や
東
京
駅
を
設
計
）
や
そ

の
弟
子
の
長
野
宇
平
治
（
日
本
銀
行
本
店

旧
館
の
他
多
く
の
支
店
を
設
計
）
の
業
績

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
銀
行
券
、
経
済
調
査
お
よ

び
業
務
全
般
を
テ
ー
マ
に
、
日
本
銀
行
の

機
能
と
役
割
に
つ
い
て
説
明
し
、
最
終
日

に
は
、
金き

ん

田だ

一い
ち

弘ひ
ろ

雄お

広
島
支
店
長
が
「
最

近
の
金
融
経
済
情
勢
と
金
融
政
策
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

▼
ま
た
、
期
間
中
、
広
島
県
金
融
広
報
委

員
会
が
、
横
浜
国
立
大
学
西
村
隆
男
教
授

を
講
師
に
「
金
融
教
育
講
演
会
」
を
開
催

し
、
多
く
の
教
育
関
係
者
が
参
加
さ
れ
た

他
、「
知
る
ぽ
る
と
親
子
セ
ミ
ナ
ー
」で
は
、

銀
行
券
一
億
円
、
小
判
、
千
両
箱
（
い
ず

れ
も
レ
プ
リ
カ
）
な
ど
に
も
触
れ
て
い
た

だ
き
好
評
で
し
た
。

▼
広
島
支
店
は
、
こ
れ
か
ら
も
広
島
県
に

お
け
る
中
央
銀
行
の
拠
点
と
し
て
、
地
域

経
済
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
日
銀
夏
休
み
子
ど
も 

特
別
見
学
会
二
〇
一
五
」を
開
催

▼「
日
銀
っ
て
何
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
？
」

そ
の
よ
う
な
お
子
さ
ま
の
好
奇
心
に
お
応

え
す
る
た
め
、
日
本
銀
行
本
店
で
は
、
七

月
二
十
七
日
（
月
）
～
三
十
一
日
（
金
）

に
「
日
銀
夏
休
み
子
ど
も
特
別
見
学
会

二
〇
一
五
」（
協
力
：
金
融
広
報
中
央
委

委
員
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
は
じ
め
に
、
日
銀
の
役
割
や
仕
事
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
紹
介
ビ
デ

オ
を
見
て
い
た
だ
い
た
後
、
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本
館
や
実
際
に

窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
る
新
館
営
業
場
な

お札には、偽造防止のためにたくさんの工夫が施されて
います

10kg の 1 億円パック（模擬券）、重かったかな

金田一支店長による講演。最近の金融経済情勢や
本行の政策について解説しました

旧営業所での記念展示。開設から今日までの
110 年間の広島支店の歩みの他、日本銀行の
業務について紹介しました
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特別議長の黒田総裁と金融政策について議論（撮影：野瀬勝一）

ど
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
小
学
校
四
年
生
～
中
学
生
の
お
子
さ
ま

と
保
護
者
の
方
向
け
の
体
験
学
習
で
は
、

一
億
円
の
重
さ
を
体
験
し
た
り
、
お
札
の

数
え
方
や
偽
造
防
止
技
術
に
つ
い
て
学
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

親
子
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、「
お
札
に
隠

さ
れ
て
い
る
工
夫
を
探
す
の
が
楽
し
か
っ

た
」、「
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
お
金

に
つ
い
て
、子
ど
も
と
一
緒
に
学
習
で
き
、

貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
ま
た
、
中
学
生
を
対
象
に
、
ご
好
評
に

よ
り
今
回
で
三
回
目
と
な
る
「
金
融
政
策

を
決
め
る
の
は
、
君
だ
！
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
「
都
市
部
の
地
価
に
一
部
上
昇
の
動
き
」

な
ど
の
架
空
の
ニ
ュ
ー
ス
を
も
と
に
、
景

気
へ
の
影
響
な
ど
と
そ
れ
を
踏
ま
え
た
金

融
政
策
を
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
議
論
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表

者
が
意
見
を
持
ち
寄
り
円
卓
に
着
席
す
る

と
、
黒
田
東は

る
ひ
こ彦
総
裁
が
登
場
し
議
決
に

飛
び
入
り
参
加
し
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ

の
議
論
の
結
果
を
聞
い
た
う
え
で
、
実
際

の
決
定
会
合
と
同
様
に
議
決
を
取
り
、
金

融
政
策
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
今
ま
で
何
で
も
な
い

よ
う
に
思
え
た
ニ
ュ
ー
ス
も
、
景
気
に
関

係
し
て
い
る
の
だ
と
分
か
り
、
こ
れ
か
ら

は
興
味
を
持
っ
て
見
よ
う
と
思
っ
た
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▼
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
ち
ら
の

見
学
会
の
次
回
の
開
催
は
、
春
休
み
期
間

中
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。　

貨
幣
博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

オ
ー
プ
ン
の
お
知
ら
せ

▼
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
貨
幣
博
物
館
で

は
、
お
金
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料

を
収
集
・
保
管
し
、
そ
の
調
査
研
究
を

進
め
な
が
ら
、
広
く
公
開
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
五
年
初
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
準

備
の
た
め
一
時
休
館
し
て
い
ま
し
た
が
、

二
〇
一
五
年
十
一
月
二
十
一
日
（
土
）、

装
い
も
新
た
に
開
館
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

▼
館
内
で
は
、
新
し
い
研
究
成
果
を
踏
ま

え
た
展
示
か
ら
、
楽
し
い
体
験
展
示
、
記

念
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
ま
で
、親
し
み
や
す
く
、

分
か
り
や
す
く
、
ど
な
た
に
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。
珍
し
い
お
金
や
関
係
す
る
資
料

に
つ
い
て
、
以
前
よ
り
見
や
す
く
な
っ
た

新
し
い
展
示
ケ
ー
ス
で
、
じ
っ
く
り
と
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
貨
幣
博
物
館
は
、
入
館
無
料
で
、
東
京

や
日
本
橋
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
観
光
の

機
会
に
合
わ
せ
て
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に

ご
来
館
い
た
だ
け
ま
す
。
年
内
の
土
曜
日

は
開
館
時
間
を
十
九
時
ま
で
延
長
し
ま

す
。
な
お
、
二
〇
名
以
上
の
団
体
の
ご
利

用
に
は
三
カ
月
前
か
ら
事
前
の
電
話
予
約

館内イメージ

模擬金融政策決定会合を体験した中学生の皆さん、黒田総裁
を囲んで（撮影：野瀬勝一）
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を
お
願
い
し
て
お
り
、
十
二
月
一
日
ご
来

館
分
か
ら
予
約
の
受
付
を
承
り
ま
す
。

▼
貨
幣
博
物
館
で
、
お
金
を
見
て
、
学
ん

で
、皆
さ
ん
で
お
金
の
話
を
し
ま
せ
ん
か
。

※
十
一
月
二
十
日
ま
で
休
館
中
で
す
。
最

新
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
関
連
情

報
、開
館
時
間
・

休
館
日
等
の
情

報
は
貨
幣
博
物

館
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.im

es.boj.or.jp/cm
/

【
入
館
料
】
無
料

【
所
在
地
】
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
石

町
一
―
三
―
一
（
日
本
銀
行
分
館
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〇
三
―
三
二
七
七
―
三
〇
三
七

「
に
ち
ぎ
ん
体
験
二
〇
一
五
」 

開
催
決
定

▼
日
本
銀
行
本
店
で
は
、
今
年
も
「
に
ち

ぎ
ん
体
験
二
〇
一
五
」
を
開
催
し
ま
す
。

① 

レ
ク
チ
ャ
ー
付
き
見
学
ツ
ア
ー
（
要
予

約
）：
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
本
館
や
実
際
に
業
務
を
行
っ
て

い
る
新
館
営
業
場
へ
の
見
学
ツ
ア
ー
に

加
え
、
日
銀
の
仕
事
を
テ
ー
マ
に
講
座

を
行
い
ま
す
。

② 

企
画
展
（
予
約
不
要
・
入
退
場
自
由
）：

本
館
内
の
特
設
展
示
室
に
お
い
て
、
支

店
の
歴
史
や
建
物
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

③ 

ミ
ニ
見
学
付
き
市
民
講
座
（
要
予
約
）：

日
銀
職
員
が
講
師
を
務
め
、
お
金
を
め

ぐ
る
話
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
講
座
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
講
座
の
後
に
は
、
旧

地
下
金
庫
と
旧
営
業
場
の
見
学
に
ご
案

内
し
ま
す
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
の
開
催
日
時
】

①
： 

十
月
二
十
六
～
二
十
九
日
、
十
一
月

二
日
、
四
日

■この秋号を編集した時期は、猛暑が続く夏の日々でした。
夏生まれの私は、多少の暑さには耐える自信があったので
すが、気温が 35 度を超す日が何日も続いたことから、さ
すがにバテ気味の状態でした。今日はウナギを食べて元気
を取り戻そうか、それともビタミン剤で調子を整えようか
などと思案している中、為末さんのインタビューや辻井さ
んの対談の原稿が次々に出来上がってきました。
　それらの原稿の編集作業を進めていくうちに、為末さん
や辻井さんのスポーツや音楽に対する情熱に改めて触れる
ことができました。また、お二人が熱心にお話しされる合
間に見せる素晴らしい笑顔（その素晴らしさは掲載してい
る写真でご確認ください）を思い出し、編集が終わる頃に
は、気分は壮快、すっかり元気を取り戻していました。
　素晴らしい人との出会いや思い出は、ウナギよりもビタ
ミン剤よりも、夏バテに効くことが良くわかりました。さ
て、この秋号を読まれた方々にも、お二人のバイタリティ
ーがうまく伝わったでしょうか？　そうであれば幸いで
す。ぜひ、周りの方にも為末さん、辻井さんのお話、そし
て「にちぎん」をご紹介いただければと思います。 （髙橋）

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小樽支
店金融資料館等でお配りしています。個人の方の定期購読、郵
送はお取り扱いしておりませんのでご了承ください。なお、既
刊号全文を PDF ファイル形式で日本銀行ホームページ上に掲
載していますのでご利用ください。

（http://www.boj.or.jp/announcements/koho_n ich ig in/
index.htm/）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を反映し
ているものではありません。日本銀行の政策・業務運営に関する
公式見解等については、日本銀行ホームページ（http://www.
boj.or.jp/）をご覧ください。
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②
・
③
：
十
月
三
十
一
日
・
十
一
月
一
日

▼
詳
し
い
内
容
や
予
約
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
、
日
銀
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
日
本
銀
行
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

情
報
サ
ー
ビ
ス
局
総
務
企
画
グ
ル
ー
プ

〇
三
―
三
二
七
七
―
二
五
六
八


